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あいさつ

■南よナιとて以坂とは何てしっ力
TO01です僕"身が成長するためのTO01 様々な人と川会うためのTO01 礼会に川

るための TO01 様々な愆味で TO01 として捉えていますそして、だからこそ、いつで

も本気になって環境というものに取り細めるのだと思います

お知らせ

編集後記・メンバー紹介

設立から二年目を経たD印。

『年間報告轡0釦ではその活動の軌跡を追います。

What happened in 2008?

盟 2008{U空の語動を払ξり遂て
2008年度のDEP活動は、細織,没立から2年11にはいったということから、庇季、

冬季の空調温度の股定など貝体的な竹エネ活動に取糾むことができたことは大変愆袈

のあることと思っていますもともと1珂ι゛tエコプロシェケト(DEP)は、大学の

竹エネルギー排進委n会が学小といっしょに効巣約な竹エネ活動を逃めていきたいと

券えて,没縱しましたら作座の薪動の小で、'役立のΠ的のひとつであった具体的な竹

エネ話動に取細めたことは大学の貞仟芥として、とても冉んでいます

向ι;社大学は、学*数も多く、1厶人なキャンハスを擁していますので、実際に竹工

ネ効果をあげ、大址のごみなどの廃棄物を削滅することは、なかなか剛雌なことだと

思っていますが、大学と学牛が述携して打火に成果を述成していきたいと忠います

また、 2008年度の大きな取細として、世界初の"みとなった世界学乍環境サミッ

トin京都をDEPの学乍が小心となって成功させたことは"く評価しています

片山傅生

阿志社人学副学長
省エネルギー推進委n会委n長

DF回
0、8

これからピ哩ナ・と懲う環境1再動(ノ、1の祝点て)
大学は、 2008 {1Ξ4 "、環境保令・火験火料支援センターを股立し、竹エネをはじ

めとした環境棚題への取糾み、教行・研究の場の女令な環境柴備をさらに進めること

を削始しました学内の竹エネ、廃棄物、Π然肌境保令の取紕とあわせて、地球温畷

化防止など世界的な環境問題にも本学のイiする知的資雌を活川して取細んでいきたい

と忠っていますそのためには、学内での教職ι1と学牛との協力だけでなく、1i政、企業、

,1i民など社会との迎排も包ι野に人れて、杣極的な取細ができればと希q!しています

人学の社会的虚仟の観1!、iからも、人学と7牛が社会との連携を進め、さらに効果的

な環境Ⅲ1題解決に向けての活動をj屡俳1していきたいと思います学*のみなさんの活

蹄にも大いに卿待しています

■ 2008".1女の沃動を,武り材'て
DEP 股立より、ようやく 2勺ξ披り返れば、学,1Ξ・教職n ・まさに令学を挙げてliつ

た竹エネ活動本',1に人きな反舞を得た世外学,k環境サミットiΠ京都これらの活動が

頗に浮かびますともに、メンバー全Uが初めての絲験で何から下をつけたらよいのか

悩み叛いて活動していましたねただ、それ以1二に、常にプロジェケトルームていつも

メンバーの笑いj封力湘1こえていたことが・番印象に残っていますね

鈴木一登
向志社エコプロジェクト学,kリーダー

向.ι{社人学大学院r学卯f究科

数即環境化学ψ攻修1:課程郁*牛

ーれかービ、北大と思う恥虹i瓢動('7斗の柳j'.、
多くの学*が親にお分を出してもらい、大学で勉強をしているのは礼会に川るためで

すだから、僕たちはまず環境について多くを7び、劣えて成長し、環境に対する愆臓

を1寺って社会に出るこれが学1に求められている待の環境活動であると忠います

そして、僕たちが環境について券えることをスタンダードとする第・世代となり、1Ⅱの

小を変えていくそんな点識とli動力が必要たと思います
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2008年度の主な活動記録

新入生歓迎イベント

全体活動

世界学生環境サミットin京都開イ均一 R】t 田 RLy導、(サ6月
夏の省エネ活動(冷房使用期間由)゜【広報】プリントスリム作戦

砿脚゛牙0'鍔剣,7月 【広報】省エネ強化月間

第 1・2 回全体会

世界学生環境サミツトin1三却1 合宿一

命

第5・6回今体会
世界学生環境サミ)ツトin京都成果報告
省エネアンbZ卜実施

知'阿t絵●

各プロジェクト活動

8月

【あすみCh】プロジェクトスタート

【R LB】フロジェクトスタート

9月 夏の全体合宿

10月 第9口体会

11月
第 10回全体会

冬の省エネ活動(房使用期間「

第Ⅱ回全休会

京都環境フェスティ Vレ
ecocon2008

冬の日嚇り合宿~でっぷにどり

12月

ノ

【あすみCh】ステップアッキャンプ

理今

1月第 12回全体会

2月

3月第14回全体会

フロジクは上のよ'なチ念とのを、

理念:1可志社大学において、学生・大学が共に環境問題を世界的視野で

捉え、その問題解決に向けた活動を実践していくそして、その

成果を社会に対して還兀していく

方針:「エネルギー」「廃棄物」「自然環境の分野に主軸を置き、行分

野の環境問題解決に向けて大学の特性を生かした多面的・継続的

アプローチを行っていく

同志社エコプロジェクト申し合わせ第一条第項より

みCh】中F 報告

E】フロジェクスタート

第 13回全体会

京都議定書発効記念活動交流会

【R L上】

【 E】前授業

E・あすみCh】同志社京田辺祭

【広報】でっふっふ4号発行

【Cのプロジェケトスタート

動終了

【十E】出前授業

§且1、'図

【あすみCh】最終成果報告会

【広幸田年間報告書発行

四

同志社大学

親組織省エネルギー推進委員会

事務局環境保全・実験実習支援センター
環境保全課

同志社エコプロジェクト

運賞部

本プロジェケトを未来につよげるための運営活動及び本プロジェケトの

現在の活動が円滑に進むための運営活動を行う部署

造動部
本プロジェクトの理念を達する学生ならではの環境活動を実践・提口して

いく部署

プロジェケ

省エネ活動

広報

同志社口ーム記念館

プロジェケト

あすみチャンネル

個別プロジェクト

十E (環境教育)

エコケロ(被服廃棄物)
GC (国際交流)

こ
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『十E(プラスイー)』は「子供達に環境問題への興味・関心を持たせ、考えるキッカケを与

えること」を目的とし、2008年度9月に発足したプロジェクトです。

『十E』という名前は「EnⅥr0血ent(環境)」、「Educa廿on (教育)」、「Enjoyme址(楽しむ)」

の 3 つの単語の頭文字が由来です。日々の生活の中に「Envir0血enu、rEducauon」、

rEnjoym印Uを十(プラス)し、身近にしていこうという思いを込めています。2008年度は、

2009年度の活動に向けた準備(生物多様性や里山に関する勉強綬業に使うスライドの作成、

ワークショップの具体化など)を行ってきました。

それを元に、2009年度から本格的な活動をスタートし、「bidi(ビディ)」という生物多様性

がテーマの力ードゲームを使った環境授業の実施、また京田辺キャンパスの里山を利用した

ワークショップを展開していく予定です。

エコクロ

『エコクロ』は、 ecodothingの略語です。

DEP では廃棄物に関する環境問題に着目しています。中でも被服廃棄物に焦点を絞っ

て取り組むプロジェケトが、この『エコケロ』です。

まずは、活動内容を紹介しましょう。私たちは古着を「まだまだ着ることが出来るが、

もう着なしⅧ艮」と定義しています。その古着を大学生から回収し、大学生向けに市場を

開くことが、主な活動内容です。2008年度には、大学に見せる企画書の作成を行いな

がら、地域のフリーマーケットなどに出て、古着販売の経験を積んできました。現在は、

完成した企画書をもとに被服廃棄物の現状を調査し、マーケットを開くことを大学と調

整中しています。最終的に目指すものは、「環境もファッションも最先端な大学」です。

2009年度には第一回のマーケットを開けるように頑張っていきます。

武

RLB

2008年6月下旬から、同志社生協では今出川校地で販売される弁当の一部に、りサ

イケル可能な紙容器を使用するという取り組みが始まりました。食べ終わった容器は、

内側のフィルムをはがして折りたたみ、所定の回収ボッケスへ入れることで、古紙とし

て回収され、りサイクルできるというシステムです。従来の使い捨て容器と比べると、

大幅なゴミの減量が期待できます。『RLB(=りサイクルランチボックス)』企画は、そ

れに協力するという形でランチボックスのデザイン、告知ボスターの作成、回収ボック

スの考案などに取り組みました。導入開始から約半午を経て、徐々に学生の闇にも浸透

してきたように思われます。

今後は『R上B』に所属していた一部メンバーが学生有志として、さらなる回収率のアッ

プを目指して協力・活動していく予定です。

あすみチャンネル

『あすみチャンネル』は環境問題をテーマに映像を怖Ⅲ乍し、テレビや W露を利

用した継続的配信によって、環境問題に対する意識向上を目指すプロジェケトです。

2008年度の4月から開始し、学生と大学周辺地域の人々をターゲットとした番組

「あすみチャンネル」を缶嚇乍しています。ゆくゆくは日本全国にエコブームを巻き

起こすことを目標としています。 2009年度4月からの定期番組配信に向けて、更

なる撮影技術スキルの向上と番組コンテンツの充実のために、メンバーが一丸と

なって日々頑張っています。

「あすみチャンネノW の動画を見たい方はウェブサイトヘ。メンバーによるブログ

も随時更新中です。

ウェブサイト→ http:ノ/asumich.doshisha,a司P/
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広報

『広報活動』は、学内外でのDEP活動の認知度と、理解度を上けるための活動です。

7月と 12月に発行した学生向け環境情報誌『でっぷっぷ』では、身近な環境問題

やエコ知識を題材に、学生のエコへの興味や意識向上を目指した親しみやすい雑誌

を作成しました。また、 D即の 1年問の活動を学内や社会に報告する、本誌『年

問報告書』を作成しました。『でっぷっぶ 3・4 号』は学内各所、年間報告書は学

内外に設置されています。

その他に「プリントスリム化大作単戈」と称して、学内印刷機での両面印刷・Nアッ

プ印刷を促し、紙使用量を削減するための広報活動や、メンパー募集のポスター制

作も行い、 DEPを学内外で浸透させるための活動を行いました。

φ

7愈'

両す
チやンネル
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『G C(Globalcommunication)』とは、世界中の環境問題に取り組む大学ど情報

交換を行い、 DEP の活動を世界に発信するとともに、活動の場を世界に広げるた

めのプロジェケトです。世界の学生との交流を通じて、お亙いに環境意識・知識を

高め合い、地球人口=環境人口である社会を目指します。 2008年度には、「世界

学生環境サミット m京都」で採択された学生意見書に基づき、「世界学生環境ネッ

トワーケ(1SEN)」が設立されました。このISENに同志社大学が加盟するにあたり、

DEPでの国際部的役割を果たすべく立ち上がったのが『GC』です。 2009年度は、

カナダで開催される「世界学生環境サミット in ビクトリア」への参加や、国内環

境交流会(仮)の開催を企画しています。今後は、ネットワークを広げ、世界と協

力して環境問題を解決する足掛かりとなれるよう努力していきます。

四
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ecocon

2008年12月22、23日、東京都国際オリンヒックセンタにて「ec0Φn2008」が開催されました ecocon とは、

全国各地から集まった学生たちか、自分たちの環境活動を発表し、環境に関する様々な分野で活躍中の社会人や他の

学生が、それを評価、選考、表彰するコンテストてす今年は全国から58団体が一挙に集結しました

D印の発表
D印では昨年に引き続き4名の学生が出場し、世界学生環境サミットin京都

と世界のネットワーク作りについて、成果報告を行いました惜しくも最終選

考は逃してしまいましたが、国境を越えた規模の大きさ、利害関係の障壁への
卑

挑戦など、 DEPの活動に対して非常に高い評価を頂きました

発表や選考のための討議、質疑応答、意見交換を通して、自分たちの活動の

新たな魅力や欠点にも気付くことかでき、改めて DEP の本質を振り返る絶好の

機会となりましたまた夜に開かれた全体交流会では、全国の社会人・学生た

ちと交流し、活動の輪を広げる新たなつながりも生まれました D印メンバーにとって、よリ良い活動へのモチベー

ション向上のきっかけとなりました

評価
審査員の評価としては、国際会議の成功、世界の環境ネットワーク作り、発表の

ハフォーマンスが評価されました今後の課題として、世界学生とのコミユニケー

ションギャップや、どのように継続、普及させていくのかか挙げられ、多くの学生

や社会の人々がISENの発展と成功に大きな期待を寄せて下さいました

他団体紹介
ecocon を通して D印メンハーも学内外の環境問

題だけでなく、社会性、地域性、技術性に特化した

環境活動を学ぶことができました

KITECO Uヒ見工業大学)

工学部という立場を生かし、大学のエレベーター

の電力使用呈の調査等を行い、その結果を学内に伝

えることによって環境意識の向上を図っていました

オスト」/yチズ(女子美術大学)

産業廃棄物になったダチョウの卵の殻で植木鉢を作

り、その苗で緑豊かな学校づくりを目指していました

φ

京都環境フェスティバル

●京都環境フェスティバル

2008年12月13・14日と京都府総合見本市会館(ノνレスプラザ)にて、京都府内で活動しているNPO・学校・

企業等が集まり、環境について楽しみながら学び考えることができる参加,体験型イベントとして、京都

環境フェスティバル2008 が開催されました

A年の京都環境フェステ¥バルは、127団体が出展し、来場者数は2 口問で27,000人にも及びました

感iず貝
ecocon を通して、学内の環境問題だけでなく、社

会性、地域性、技術性に特化した環境活動を学ぶこと

ができました環境問題を様々な視点から捉え、自ら

問題解決に取り組む様々な団体の活動に触れ、「隣の

アイツに火をつけろ!!」のキャッチフレーズよろしく、

それぞれの団体か刺激を受けて活動意欲を向上させる

ことができました

W食持材

●京都環境フェスティバルへの参加

2008年度、 DEP は、京部府と共に世界学生環境サミット in 京都を
六都繊フ工訊ティハル2008.゛

開催いたしましたその縁で、今回の泉都環境フェスティバルに初参加する

ことになりましたさらに、出展と共に、ステージにおける白分たちの環境

活動についての発表を行いました

出展では、 DEPの活動に関するハネル展小、 bld1という、生物多様咋につ

いて学べる力ードゲームによるワークショップを行いましたハネル展尓で
. .

は見学された来場者の力'との交流や、他団体の方との名劇交換などをして、巨

お互いにとって有愆綻な情慨交換ができました本当にたくさんの環境団体

があり、京都府内の環境へ取り組む力を"瞭然で感じることができました

環境活動についての発表においては、:命館大学、京都府立北桑田"校と

共に学生の環境活動の発表をhいました今年度行った1"界学乍環境サミッ

トの報借を巾心に D即の取り紕みを会場の杵様に発表しました DEP としては、今回は初めての外部にお

ける活動発衷の場でした内分たちの活動に対してどんな反応を小すのか、大変気になりましたしかし、

多くの来場者の方々にごj苔援をいただき、これも瞥段の活動が評価された結果だと嬉しくなりました

京都議定書発効記.念活動交流会

2009年2 門 15日、京都市勧業館(みやこめっせ)で開催された京都議定.{;発効"d念活動交流会に参加

しましたこのイベントは 2005年2月16 Πの京都議定譜発効を記念し、京都で畷境問題に取り組んでい

るNPO・企業・行政・大学などがブース展尓やステージ発表等で訂身の活動を紹介しましたまた、イベン

トのテーマが~呆野菜を食べよう(地産地消)~という出で、スローライフについてのトーケセッション、

京野菜を使った料理の無料提供なども1丁われていました

DEP は、ブース展不による活動紹介とあすみチャンネル」で製作している CM 残したい「環境」はな

んですか?のロケを敢1丁しましたプースには同占社大学出身の方も来られて、母校の取り組みを非常に

喜ばれていました DEP が1引志社大学の歴史と仏統を背負って活動していることを実感し、今後の活動に対

する励みとなりました

外
部
参
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サミット期間中ず討議

ノ＼

耐1 化11、i卜こ向けこ
'

第一分科会では、地球温剛ヒ防止に向けた新技術の研究成

果・構想の発表や、意見交換が行われた COP3と京都議定書、

地球温馴ヒへの科学的な知見の確認、エネルギーの未来像に

ついて、さらには技術者や研究者のあるべき姿などを話し

合った特に、原子力発電の是非、排出権取引、自然エネルギー

などに関して活発な議論が行われた

/.
^

五ンタタ
..

^

^

第 L分矛

既境・トワ-0飼造

第二分科会では、世界の学生が持続可能な発展を実現するた

めの行動を起こす際に、どのような行動が可能であるかが話し

合われた大学単位でできる小規模な活動と、企業や国家を巻

き込む大規模な活動が提案された。学生独自の視点で、大学か

ら社会へ発信できる活動と、それらをいかに実践するかを考え

た結果、意識とネットワークの重要性を再確認した

..

13:00 ~桑・ノ)利会/第、1并

1〔迦)0~京セラ加設見学

、持続可な発展にとっ何が必要か、私たち

一擬翻忠顎'松工壽、'驫器
、、

口能な発展」だけでは定義しぎれナい新しい理念として、

2つの考えが採用された。「選び取るべき未来」と PC (保
全Conserve、創造 Create、協力 C611aborate)の原則そ〒ある。

これらは学生意見霄に盛り込まれた

全体会

、

1

',

i

.,

. .

/

'.

^

学生意見書採択式(一般公聞)
<挨拶>京都府知事山田啓二氏

<基調論演>衆議院講員小池百合子氏

学生意見委宣言

学生意見採択

第三分科会では、「60年後孫にどのような生活を送っても

らいたいか」をテーマに、環境教音について、日本語での意

見交換が行われた。最終的に、環境教育には、知識・経験・

思考の3要素が重要だという結論に至った具体的には、学

校での環境教音、環境を受験科目にすること、自然とのふれ

あい・遊びを通じて環境意識を育てること、そして、これら

を基に、どのように子どもたち自身に環境について考えきせ

るかなどが挙げられた

岡際" 1冗」チ'

S11皿mit
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学生慧見智作成

1

..

フー

2008年7月に開催された主要国首脳会議(北海道洞爺湖

サ.ツι、立ち、 6月20~22日の3日闇、 D印の学生

が心とよて界生環境サミットin京を開催した。

界力国モ!か、学生と教授合わせ 56名が同志

社大学こ'、1 市民の立場から続0 な発展に向

レ.ての論を行っナ

は3つの分科会化分かれて行し、全体会では、
.

それらをまとめて、学生意見_を作り上けたなお、第三

分科会以外でし、全て英語で議論が進められた

これらの'1 を通して、界環境ネットワク(1SEN)

の設立をししめとする、環境P 題へのアプローチ方法や学

生の意志とめた学生意見が採択され、洞爺湖サミッ

トへ提出L た

世界学生境こツ im京の最終目標1、「次世代を担

うたち学生から持、可能な発展 、.にし

い世界のイメージを提示し、そのイメジ」向けて理解を

深め、実現に向けて人一人の学生が主'に行するこ

と」であつた。
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サミットのこ

世界学生環境ネットワーケは、環境問題の解決築を老え出し、地球の気候変動に立ち向かおうとする学生たちのネットワークである

私たちは多様であることの長所を活かし、熱意を持って協力し、イニシアチプを発輝していく。現在の環境問題に立ち向かうという役

割に杭極的に取り組む人々の一部である。私たちは、世界を変革させる力になりたいと留える学生たちのネットワークである

参照世界学生環境サミットm京都「学生意見番

、ら

、SENHe3
Of6Ce

世界学生環境ネットワーク(1SEN :1nternationalstudentEnvironmentalNetwork)は気候変動問題解決に向けて、世

界の学生達がつながり共通の環境活動を実現するために設立されたグローバルアクションである。大学を基盤とするネッ

トワークのため、毎年度の世界学生環境サミットや共通の行動枠組みなど、国境を超えた継続的アクションが可能となる。

で開催された世界学生環境サミット m 京都」にて発案・承認され、本国際会議に参加した大学2008年ι一P 、

11月には、同志社大学に ISEN本部が正式設立されることが決定し、それ

印内のプロジェクト、「Globalcommunication」が始まった。 2009年、

ISEN の設立

を中心之ψ凖め'れてキ・昨年
ι功吠、尚士'注↓'至垈^るた
いよV IS "舌動を開始する

1器姦漆器轟識確',

自らアクション

→社会へ発信

國
脳^セスメント

世界の環境マインドが集結

国境を越えたネットワーク

・15EN 本部。同志社●1学

0団M証書三露怨佃^

,

掘:田境省、文部萪学省、経済産難古、京都広、
2008年サミット外相会合京都支損推進協議会、駐大阪神戸アメリカ総領事館、

大阪神戸ドイツ連邦共和総領亊館、在大販ロシア迎邦総領事館、

在大阪神戸フラン 館、中華人民共和国駐大阪総領事館、

在大阪イ 、在大阪大韓民国総領叩館

1~3月

11謹讐藍券P,、X、ー・一当,迅
佐川急便【株夫、(ミ)日立製作所、宝酒造)、(財)京産粲振興財団、
同志社生活協同粗合、 0-YOU、(株)ノタープライス、

世界学生環境サミット

未来への「学生意見書」

→■^0睦ヲネス'ゞ語言

世界学生環境サミット in 京都は、サミット実行委員

会の立ち上げから始まった実行委員は DEPの学生を中心

に、学内外から参加を募って編成された実行委員の立ち

上げ直後の1月から3月までに、議事運営部、総務部、広

報部、企画部などの部署決定や運営計画、サミットのテー

マや分科会の内容・企画の詰めなど、土台づくりを行った

、-0

く＼＼

NP0法人あいらぶKYOTO、

＼

5月
ーケ月後に本番か迫った5月には、本番を想定した模擬

サミットを行ったメンバーが各国のサミット参加者に扮

し、全員で仮学生意見書を作成した。インターネットを活

用し、海外学生との議論が本格的にスタートしたのもこの

時期である。週に一度問題提起をし、それに対する回答を

得るという方法で、 5週に渡る議論を展開した

2009年6月カナダにて「世界学生環境サミット in

ビクトリアか開催されるビクトリア大学はブリ

ティッシュ・コロンビア州の首都に位置し、「世界学生

環境サミットin 京都」では第二分科会議長大学として

参加していた第一回サミット受けぎ、分科会形

式の継続による効果的な議論とより一発,展した学生

意見書の作成を達成すべく、昨年10 、、ら準備ガ廿め

られているビクトリノ ",口大、・ι

学の可能性やマスコミ墫力関、都 、ツ

ト以上の学術性とネットワータ',廊期待き

サミットの跡

【顛不同 20叫年6月現在

次回サミット

そして迎えた本番6月3日問、参加学生全員か夜通しで議論を行い、最終日には「選びとるへき未来」や「3Cの原a

をキーワードとする学生意見書をまとめあげるに至つた

運営委員会のメンバーを学内外から募集し、特に

オリエンテーション期問中には、新入生を対象に

サミットの説明会や勧誘活動を行った

'

.

4月

一言

学生愆見'11(一部抜粋)ヒ:和訳ド:原文

もし人類が現在の近を進み絖けるのならば、擢すことのできない、破壊的な気候変動が

引き起こされることは問遂いありません。2008年6月に行われた世界学生環境サミット

in 京都では、気候変動対策のための研究やアイデアにつぃて話し合い、私たちの夢みるも

うひとつのボ来を選び取ることに合意しました。選び取るべき米来のために、私たちは、

3Cの原則保弓tcon5ervo、仰1造Create、協力 CO!1abomle を捉案します。

意見書採択式

はじめに、各会の議長らによる学生意見害の提案がされナその後、参加学生代表らによる調印を行い、

ずつ感謝の言葉をもらったそして大喝釆の中、全参加学生合意の下に採択が行れた最後に、学生意見書を

環境省地球環境局長南川秀樹さんに手渡し、採択式が終した

If hⅡmanki"d continucs to lb110嶋, i15 Curtcnt path.irrcvctsibfc. catasl『ophic climatc changC ιS

1"CV1ねblc. A" a11CmaliYe fⅡιUF h晒 bccn discusscd duri口呂ιhc firsl world E"vironmc"t31 Studcnt

Sulnm】1 end is dC5Cribcd in thc sludenl ptoposal. To provcnt cata5ιTophlc cbmatc changc and rca11ZC

thc cholcc ofa"且1ιCmativc futuro, wo bCⅡCVC 闇,c must adoP1ιhC 3C pri"引PIC:'conscNC, croatC 且Πd
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カーボンオフセット

CΩ"註厘
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6月

ヘロタクシー でみの分別

'、L q二、、

、途躍g.轟,'
環境へ配蔵、た活動を行ってぃま
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亀

^

同志社大学では、省エネ推進委員会の指導のもと、

冬:暖房の温度を20゜C設定

^

今川校地^憂竺箭*鷲ゑ鉱舎
■■

立て看板ボスター掲示、
食堂ボガの設置鮫門前での呼び訓ナ

4
^^

^^

学生に対してアンケート ^

冬の校門前アナウンスでは、陪B屋の設定温
度も20C化しました」と学生から声をかけられる
なと、省エネ活動が少しずつ広まってきているのを実感
しました一方では、まだ「勝手に変更するななど厳しい意見か有
り、省エネ活動の見直しを進めていくべきてあると思いました(今出川担当)

維持・促進すべき

見直すべき

区コ 未回答

φ

暑くなった

少し暑くなった

適切である

まだ寒い

*樺の

同志社エコプロジェクト主体で省エネ活動を行いました。

夏:冷房の温度を十1.8゜C

烹籍恐曹3饗舎^京田辺校地
.■

[コ

上劇゛膨す 冬の省之ネ笑葹中!

「図書館など寒すぎる建物があります」

「小教室や少人数教室はまだ寒く感じます。」

「全学挙げて(省エネ活動を)実施すべきである」

「服装で体温調節をする

「教室の内外の温度差が小さい

「講義中眠くなくなった」

我慢できる範囲だった」

.
"

ιet'S

▼

省エネ!!

^

夏

省エネして、余った電気代を(授業料に)還元してください」

勉強の快適環境を犯してまで、省エネを行うべきではない」

実施教室の限定は不公平授業料は公平に取るくせに・・・」

こんな活動無駄た意畉かないもっとやることかあるだろう

自己満足な活動た」

寒くて我慢できない

周りに風邪を引いた人が増えた

大教室(小教室)、1限の講義は寒い

学生の本分は学業てあり、省エネは勉学の邪魔だ

ー'

,遍 可

学生を対象にアンケートを実施し、意見をまとめました。

来年度もエアコンの温度を引き続き「+1.8゜C」すること来年度もエアコンの温度を引き続き 20C設定」
についてどう思いますか?をすることについてどう思いますか?

ノ^

立て看板ボスター掲示
食堂ボップの設置皎門前での呼びかけ

学生に対してアンケート

夏期の省エネでは、一部の教室で「蒸し
風呂のようだ」と指摘されるなと、教室によっ

て室温が著しく異なることに悩まされました今後
の反省点として、快適な学習環境維持にも配慮した省エネ活

動を推進して行きたいと思います。(京田辺担当

・^

様

^

教室のエアコンの設定温度が変わりました

体感温度はどうですか?

今後も実施していくへき

^見直すへき

[コ 寒い

少し寒い

適切である

暑い

学生の声

教室のエアコンの設定温度が変わりました。

体感温度はどうですか?
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表
の
太
田

氏
に
、
現
在
の
活
動
と
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経

験
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
太
田
氏
を
現
在
に
結

び
付
け
た
も
の
は
何
か

経
験
か
ら
見
え
た
も
の

環
境
の
活
動
に
か
か
わ
り
た
い

自
分
は
な
に
が
で
き
る
か
最

初
か
ら
そ
う
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
し

き
っ
か
け
が
あ
る
僕
は
東
京
出
身
で
、
中

高
と
東
京
に
住
ん
で
い
た
中
学
一
年
の
時
に

阪
神
淡
路
大
霪
災
、
中
学
三
年
の
時
に
京
都

北
部
の
海
岸
に
タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
遠
い
と
こ
ろ
の
出
来
事
に
感
じ
て

い
た
が
、
テ
レ
ビ
で
、
自
分
と
同
世
代
の
た
く

さ
ん
の
若
者
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
の
を
見
て
刺
激
を
受
け
た

た
何
も
で
き
な
い
と
思
そ
う
い
う
世
界
を

知
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
高
校
一
年

の
夏
休
み
に
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
何
か
で
き
な
い
か
と
相
談
し
に
行
っ
た
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そ
う
す
る
と
レ
ゲ
エ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
こ

み
の
回
収
活
動
を
勧
め
ら
れ
た
音
楽
が
好

き
だ
っ
た
し
面
白
そ
う
た
と
思
い
、
行
っ
て

み
た
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
な
ゴ
ミ
回
収
の

シ
ス
テ
ム
は
な
く
て
、
自
ら
こ
み
袋
を
持
っ

て
、
人
を
か
き
わ
け
、
叫
び
な
が
ら
必
死
に
回

収
を
行
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

回
収
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
終
わ
っ
て
人
が
引

い
た
あ
と
、
一
面
を
見
渡
す
と
で
み
の
海
だ
っ

た
短
い
時
間
の
中
で
モ
ノ
が
大
に
廃
棄

さ
れ
て
い
っ
て
、
だ
れ
も
自
分
の
こ
み
を
片
付

け
な
い
そ
の
と
き
に
社
会
の
縮
図
を
見
た

気
か
し
た
そ
れ
は
経
験
を
し
な
け
れ
ば
知

り
得
な
か
っ
た
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
経
験

が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
思
え
た

太
田
航
平

特
定
非
営
利
活
動
法
人

地
域
環
壌
丁
ザ
イ
ン
研
究
所

e
c
o
t
o
n
e
代
表
理
事

も
し
自
分
あ
る
い
は
身
の
回
り
で

そ
う
い
う
事
故
が
起
こ
っ
た
時

に
、
自
分
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

突
っ
走
っ
た
大
学
生
活

際
会
議
に
参
加
し
た
い
ろ
ん
な
国
の
人
々
が

来
て
い
て
、
国
の
立
場
や
文
化
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
考
え
方
か
違
う
な
か
で
会
議
を
し
た
参

加
者
が
本
気
て
こ
の
問
題
を
何
と
か
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
意
見
を
ぷ
つ

け
あ
い
に
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
た
こ
れ
も
非
常
に
い
い
経

験
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る

九
十
七
年
の
会
議
の
時
東
京
で
は

そ
の
よ
う
な
活
動
し
て
い
る
人

は
少
な
く
、
た
ま
た
ま
立
命
館
で
行
わ
れ
た
国

太
田
航
平
氏
が
語
る

学
生
の
可
能
性

N
P
0
の
可
能
性

こ
の
参
加
も
あ
っ
て
京
都
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
非
常
に
魅
力
を
感
じ
た
。
だ
か
ら
、
京

都
の
大
学
に
進
学
を
決
め
、
立
命
館
大
学
に
入

学
し
た
し
か
し
九
十
七
年
に
活
動
を
引
っ
張

つ
て
い
た
人
た
ち
は
み
ん
な
卒
業
し
、
す
で
に

活
動
組
織
自
体
も
解
散
し
て
し
ま
っ
て
い
た

だ
か
ら
自
分
た
ち
で
団
体
を
作
る
し
か
な
か

つ
た
そ
の
団
体
で
大
学
時
代
は
ひ
た
す
ら

い
ろ
い
ろ
な
国
際
会
議
に
参
加
し
た
。
そ
こ
で

も
、
み
ん
な
が
真
剣
に
本
気
で
議
論
に
臨
ん
で

し
ナ

し
て
い
く
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
そ
の
一

部
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
そ
れ
に
気
づ
い
た
と

き
に
、
こ
、
つ
い
う
活
動
を
す
る
際
に
は
、
メ
デ

イ
ア
を
通
し
て
活
動
を
と
う
伝
え
る
か
を
常

に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

大
学
三
年
の
時
に
、
こ
の
ま
ま
国

際
会
議
に
参
加
し
続
け
る
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
た
。
そ
れ
よ
り
も
自
分
た
ち
の

地
元
で
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
た
ほ
う
か
、
環
境

問
題
解
決
に
行
き
着
く
の
で
は
と
い
う
考
え

に
至
っ
た
そ
こ
で
ま
ず
京
都
の
祭
や
イ
ベ
ン

ト
の
多
さ
に
目
を
つ
け
た
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト

で
も
で
み
は
出
る
そ
れ
を
何
と
か
減
ら
し
た

い
と
思
っ
た
も
ち
ろ
ん
、
す
で
し
そ
こ
に
目
を

つ
け
、
現
状
解
決
に
取
リ
組
も
う
と
す
る
学
生

は
い
た
か
、
当
時
は
今
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は

確
立
し
て
い
な
く
て
、
ど
の
活
動
も
長
続
き
し

な
か
つ
た

店
主
と
の
三
者
で
話
し
合
い
を
始
め
た
そ
し

て
、
ゴ
ミ
箱
の
設
置
数
を
減
ら
し
た
り
、
ス
タ

ツ
フ
を
常
買
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み

を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
非
常
に
驚
い
た
の
は
、
あ

ら
か
じ
め
そ
う
い
う
「
仕
掛
け
」
が
あ
れ
ば
、
人

は
雰
囲
気
を
読
み
取
っ
て
、
行
動
す
る
と
い
う

こ
と
分
別
シ
ス
テ
ム
の
呼
び
か
け
を
行
わ
な

く
て
も
、
か
な
り
の
効
果
が
あ
っ
た

そ
の
経
験
を
通
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
な

か
に
ど
ぅ
や
っ
て
「
環
境
」
の
メ
ッ
セ
ー
シ
を
落

と
L
込
ん
で
い
く
か
か
と
て
も
重
要
だ
と
わ

力
っ
た

φ

国
際
会
議
は
大
切
し
か
し
、
そ
の

場
の
一
部
の
人
た
ち
に
決
め
ら
れ

た
こ
と
に
ょ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
も
変
化

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
エ
コ
ト
ー
ン

は
ま
だ
何
と
か
事
業
と
し
て
成
リ
立
っ
て
い

る
が
、
行
政
や
N
P
0
で
も
ま
だ
ま
だ
手
を
出

し
づ
ら
い
部
分
は
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
い
う

部
分
は
少
し
ず
つ
人
々
の
力
を
持
ち
寄
っ
て
、

解
決
し
て
い
く
し
か
な
い
そ
の
時
に
人
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
て

く
る
そ
の
意
味
で
意
思
疎
通
は
す
ご
く
重
要

τ
あ
る
し
、
一
方
で
、
議
論
が
重
な
り
結
局
机

上
の
空
論
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

試
み
を
通
し
て
気
づ
く

1、

安
神
宮
の
初
き
は
毎
年
多
く

の
露
店
が
出
て
い
た
そ
の
こ

み
の
集
積
方
法
に
疑
問
を
感
じ
、
察
と
露

こ
み
の
内
容
を
調
べ
る
と
使
い
捨

て
容
器
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
や
祭
で
は
、
独
自
の

容
器
を
持
つ
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
現
状
が

あ
っ
た
そ
こ
に
注
自
し
、
今
ま
で
の
経
験
を
通

し
、
調
査
に
も
行
っ
て
、
り
ユ
ー
ス
食
器
シ
ス
テ

ム
の
推
進
確
立
に
動
き
出
し
た

今
各
地
で
活
動
が
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
そ
の
と
き
に
重
要
な
の

は
人
々
に
働
き
か
け
る
「
仕
掛
け
」
を
作
る
こ

と
と
、
何
を
伝
え
た
い
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
と
て
も
重
要

買王
境
活
動
は
継
続
的
に
続
け
な
い

と
意
味
が
な
い
。
ま
た
そ
の
た

め
の
管
理
費
用
が
か
か
る
。
僕
一
人
で
は
活
動

を
成
リ
立
た
な
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
ス
キ
ル
を

も
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る
活
動

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
ず
は
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
い
け
ば
い
い
。
そ

し
て
、
学
生
だ
け
で
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、

社
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
連
携
し
て
い
く
こ

と
こ
れ
が
学
生
時
代
の
活
動
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と



1回生 ヂ別レボート第二弾

みなさんもりサイクルはで存知ですか。
私たちがゴミ分別をする理由のーつは、1ノサイクルをするためです。
苦労も伴うりサイクル。本当に環境にいいことなのか、レボートします!

リサイ勿レは本当にエコη

0りサイクルが推し進められてきた背景
廃棄物を有効利用し、循環型社会を確立しようという目標のもと、1ノサイケルという言葉が広まるように

なりました。1ノサイクルがここまで注目されるようしこなった理由は、大量生産・大量消費・大量廃棄を推し
進めてきた社会にあリ人間が生活で生み出した廃棄物を、自然の循環ではなく、人間社会で循環させる
こと、つまり「りサイ勿レ」が注目を浴びてきたというわけです。

0りサイクルの問題

ヘ

リサイクルと聞いて、まず思いつくのはぺットボトル

でしょう。ペットボトルの回収には必ず分別が必要にな
ります。しかし、こみの分別回収をするとこみは増え
てしまう可能性があります。

その要因として

①りサイクル可能と聞くと、消費者は安心して商品を購

入してしまう。

②りサイクルにも資源を使う。

(収集、運搬のための燃料・処理のための雷気)

③りサイクルは無限に繰り返せない。

④可燃ゴミの量が減り、最も簡単な焼却処理ができな

いゴミが増える。

実際、りサイクルのために分別回収するようになって
から、資源(石油)は約7倍、ペットボトルの消費量も

ペットポトルの形をしたゴミも約4倍、全部のゴミを計
算すると約7倍にもなりました。本来ゴミを減らすため

のりサイクルが、ゴミを増やしてしまいました。

10

、

のし大

リサイクルにつ
いてあんまリ知

らないかも。

.0

i 、ー
/、

0本当のりサイクルとは

リサイクルが環境にとってすべてマイナスではありません。
例えばちり紙は、古紙から作るほうがはるかに安いものです。また、金属のりサイクルは非常化

効率的なので、スチールやアルミ缶のりサイクルは90%を超える再資源化が行われています。この
ようなプラスの面もあるのです。

リサイクルすべき製品か、しない方が良い製品かをよく考え、りサイクルをしやすい製品作りや、
製品選びが推進されることが、循環型社会を実現するうえでさらに必要とされています。

材料
材料にはそれぞれ寿命があります。金属以外の材

料は、一度寿命を迎えると、(りサイクルを行う以前

に)再ぴ使うことができません。

霊殊加王
プラスチックは強度を上げるためにゴムが添付し

てあり、そのゴムを取り除くのは非常に困難です。

ガラスは用途によって組成が違うので、単純に溶か

して再びガラスをつくるというわけにはいきません。

これらは集めてもりサイクルできません。

分艶工堂
使用済みの家電製品を運ぶトラックのガソリン

ヤ材料を分解する過程で消費するエネルギー、事

務の仕事量も増えるのでその分消費電力も増える

ことになります。結局、家電をりサイクルするには新

品を作る際の約10倍の石油が消費されると考えら

れます。

r一毛青

環境というと、まず自然環境を思い浮かべる方も多いと思います。
しかし、今回は身近なようで意外に知らない「環境に関する税制」についてレボートしました!

Ointincheck1 環境税の大切さ

'

日本は、狭い国土の中で、海外から輸入した大量の資源を活用して豊かな経済と社会を築き上げてき
ました。しかし、環境への配慮なしに、こうした生活を続けていくことはできません。現在では多くの企業
や民問で、環境化配慮した取リ組みが始まっています。

その中で、このような取り組みへの国民・事業者の参加をより一層促進し、環境への負担の少ない社会
経済システムを実現していくための有効な手段のーつとして、環境税導入が議論されています。

'

Pointincheck 2 環境税の問題

政策には常にプラスの側面とマイナスの側面があります。環境税が上がると、エネルギー価格が
上昇すると考えられます。そこで環境へのメリット・デメリットを、二酸化炭素の排出と雇用の2点
に着目して考えてみましょう!

ト第一弾

亘Ω湿出

Ωメリを上Ω

・ガソリンなどの利用者は使用量を減らす
・企業は省エネルギー設備を導入

コ自然に二酸化炭素の排出量が減ります!

・途上国への環境支援

・風力や太陽光など、代替発電施設の建設

才国内外の環境対策を活性化します!

雇臣

Pointincheck3 あったらいいなの環境税

・エコビジネスという新しい市場が誕生!
芋

コ新たな雇用を生み出します。

才企業の作る省エネ商品が、消費者の購入基準

となる時代が来るかもしれません。

^

あつたらイイナ①

ゴミ税

各家庭、企業におけるゴミの排出

量を定め、一定以上の出した場合

には税金を課す。ロンドンで施行。

4

茎三メリ乏^

・省エネ技術開発は、高コスト

・その上に環境税によるコストアップ

⇔経営を圧迫する危険性があります。
コまだまだ環境規制が緩い途上国を生産拠点に

していては、国内では減らせても世界的に温室

効果ガスは増加してしまいます。

MorlL

ゴミが減る!

あったらイイナ②

燃料課税

主にガソリン税を高くすることによ

つて、低燃費車の選択や公共交通機関

の利用を促す。

Demet北

ポイ捨てや

不法投棄の増加

^^

・支出を抑えようとし、高い国内製品より安い海外
製品を買うようになる

'コ国内企叢が業績悪化します。
⇔最終的には国内の経済が悪化して、雇用が減少
'します。

^^

Merit

二酸化炭素排出量

が滅る!資源保護!

あつたらイイナ③

走行距雛税

自家用車の走行距離に比例して税金

を課すことで、公共交通機関の利用

を促す。

Demer北

運送費 UP 1こよ

る物価上昇!

Morit

二酸化炭素排出

量が減る!

由

環境税
みんなはどう思ったかな7

Delneri力

運搬などで物価

上昇の可能性!

000
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あ
る
日
の
D
E
P
 
R
O
O
M
に
て

1
,

S
 
一
今
年
度
は
、
サ
ミ
ッ
ト
や
省
エ
ネ
活
動
で
地
球

温
暖
化
」
の
話
題
に
触
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
な

E
一
地
球
温
暖
化
っ
て
具
体
的
に
ど
ん
な
影
響
か
あ

げ
ら
れ
る
井

K
一
知
床
の
氷
が
溶
け
て
る
と
か
生
態
系
か
変
わ
っ

て
る
と
か

S
 
一
作
物
が
で
き
な
い
気
候
に
な
っ
た
り
、
逆
に
て
き

な
か
っ
た
作
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
名
産

か
変
わ
る
っ
て
話
も
あ
る
よ

H
【
温
度
変
化
に
敏
感
な
生
物
の
問
で
は
被
害
が
大

き
く
て
越
前
ク
フ
ケ
の
減
少
と
か
、
サ
ン
ゴ
の
白

化
も
深
刻
ら
し
い
て
す
よ
ね

S
一
産
地
変
わ
っ
た
り
、
他
国
か
暖
か
く
な
る
の
は
嫌

な
ん
?
温
暖
な
方
か
農
業
っ
て
や
り
や
す
い
や
ん

か
ロ
シ
ア
と
か
、
自
国
て
て
き
ん
ね
ん
て

K
一
名
産
が
変
わ
る
の
は
い
い
け
ど
、
そ
の
原
因
を
作

つ
た
の
か
自
分
た
ち
た
っ
て
思
う
と
嫌
Ⅱ

M
 
一
僕
は
、
何
で
も
か
ん
で
も
温
暖
化
の
影
響
に
し
過

ぎ
て
る
ん
じ
や
な
い
か
な
あ
と
思
い
ま
す

E
 
一
そ
う
だ
ね
。
一
般
の
人
は
、
温
暖
化
の
せ
い
た
っ
て

言
わ
れ
た
方
が
行
動
し
や
す
い
し
、
国
や
企
業
た
っ

て
、
一
誕
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
が
実
際
に
温
暖
化

対
策
に
な
る
か
分
か
ら
な
く
て
も
、
一
霞
化
炭
素
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
!
つ
て
言
わ
れ
た
方
か
対
策
立
て

や
す
い
し
ね
。

M
一
地
球
温
暖
化
の
影
響
だ
、
つ
て
結
論
付
け
ら
れ
τ

る
論
文
が
か
な
り
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
僕
が
見
た
の

て
は
、
生
物
の
異
常
行
動
が
地
球
温
暖
化
の
影
響
た

つ
て
の
も
あ
り
ま
し
た
。

K
 
】
何
に
対
し
て
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
門
の

人
も
分
か
っ
て
笠
い
状
況
な
ん
だ
あ
ー

S
一
産
業
革
命
後
の
気
候
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
が
一

番
大
事
な
こ
と
な
の
か
?
作
物
や
住
む
所
を
適
応

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る

K
 
一
で
も
あ
る
地
域
で
は
人
が
住
め
な
く
な
っ
た
り
、

人
命
に
か
か
わ
る
被
害
が
出
て
き
た
ら
、
そ
ん
な
楽

観
的
な
こ
と
は
言
っ
て
ら
れ
な
い
で
す
よ
"

H
 
一
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
産
業
・
工
業
を
抑

止
す
る
こ
と
と
、
産
業
・
τ
業
や
暮
ら
し
の
利
便
性

は
維
持
し
な
が
ら
、
人
々
が
環
境
の
変
化
に
適
応
し

て
、
例
え
ば
住
む
所
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
斡
旋
し

た
り
す
る
こ
と
と
、
ど
っ
ち
が
環
境
対
策
っ
て
言
え

る
か
で
す
よ
ね
。

E
 
一
ど
っ
ち
に
し
て
も
、
先
進
国
が
原
因
を
作
っ
て
い

る
の
に
、
被
害
を
被
っ
て
い
る
の
が
後
進
国
に
偏
っ

新

亭

写

て
る
現
状
は
問
題
だ
と
思
う
な

K
 
一
自
分
の
周
リ
で
影
響
が
実
感
で
き
な
い
と
、
一
般
の

人
は
あ
ま
り
深
刻
に
考
え
ら
れ
な
い
よ
ね

M
 
一
あ
る
本
に
あ
っ
た
統
計
で
、
「
環
境
問
題
は
重
大
な

問
題
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、
か
な
り

高
い
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
「
思
一
つ
」
と
答
え
る
そ
う
で

す
け
ど
、
「
ど
ん
な
国
で
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
に
は
、
ど
こ
か
遠
く
の
国
と
答
え
る
み

た
い
で
す
世
界
中
で
み
ん
な
、
当
者
意
識
が
低
い

ん
で
す

S
 
L
般
の
人
が
一
番
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
は
税

金
だ
な
排
出
権
を
買
う
こ
と
に
な
っ
て
税
金
が
増
え

れ
ぱ
、
環
境
問
題
が
自
分
の
身
に
も
迫
っ
て
く
る

K
一
排
出
権
取
引
は
、
自
国
で
の
削
減
を
あ
き
ら
め
て

る
し
、
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
よ
。

E
一
意
識
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
か
も
ね
。
努
力
し

な
い
で
カ
ン
ニ
ン
グ
し
て
る
み
た
い
な
。

5
 
一
カ
ン
ニ
ン
グ
よ
リ
悪
い
な
。
余
っ
た
単
位
く
れ
っ
て

感
じ
。
実
際
ロ
シ
ア
は
入
っ
た
時
点
で
マ
イ
ナ
ス
が

確
定
し
て
た
ん
だ
よ
。
卯
年
代
は
工
業
中
心
に
頑
張
っ

て
た
か
ら
、
ソ
連
解
体
後
工
業
が
縮
小
し
て
排
出

が
減
っ
て
く
の
は
当
た
リ
前
だ
っ
た
し
ヨ
ー
白
ノ
ハ

諸
国
も
卯
年
代
に
は
ま
だ
環
境
対
策
が
始
ま
っ
て
な

か
っ
た
か
ら
削
減
は
簡
単
だ
っ
た
け
ど
、
す
で
に
環
境

対
策
を
頑
張
っ
て
た
日
本
が
一
%
な
の
は
不
利
っ
て

意
見
も
よ
く
あ
る
だ
ろ
。

E
 
一
一
%
つ
て
言
っ
て
も
自
然
排
出
岳
(
炭
素
固
定
)

が
ほ
と
ん
ど
で
、
企
業
の
努
力
で
削
減
す
る
は
ー

%
強
と
か
聞
き
ま
し
た
よ
。

一
今
の
時
点
で
打
%
。
ど
の
道
排
出
権
を
買
う
こ
と

S

は
確
定
し
て
ん
ね
ん
。
カ
ナ
ダ
は
も
う
無
理
た
っ
て

言
っ
て
ド
ロ
ツ
プ
ア
ウ
ト
し
て
る
し
。

E
 
一
国
民
は
排
出
権
買
う
こ
と
知
っ
て
る
の
か
な
・

税
金
上
が
っ
て
も
、
日
本
不
景
気
だ
か
ら
と
か
思
っ

て
そ
う
だ
し
0

K
 
一
排
出
権
に
つ
い
て
す
ら
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
る
人
少

な
そ
う
だ
も
ん
ね
。

H
 
一
企
の
鍔
度
と
も
言
え
る
ん
じ
や
な
い
で
す
か

二
酸
化
炭
素
削
減
の
努
力
目
標
を
掲
げ
て
、
そ
れ
か

で
き
な
か
っ
た
ら
ぺ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
お
金
を
払

う
大
き
な
企
業
ほ
ど
国
民
へ
の
信
頼
は
必
要
た
か

ら
目
標
達
成
の
た
め
に
頑
張
る
し
、
僕
は
必
ず
し
も

反
対
じ
や
な
い
て
す
ね

S
 
一
減
る
な
ら
問
題
な
い
ね
ん
け
と
そ
も
そ
も
排
出

急
余
っ
喜
っ
τ
概
念
が
お
か
し
な
話
や
で

K
一
ど
う
せ
買
う
な
ら
途
上
国
か
ら
買
っ
て
ほ
し
い
な

先
進
国
に
あ
げ
る
の
は
違
和
感
あ
る
し
そ
の
お
金

で
途
上
国
も
救
え
れ
ば
、
経
済
格
差
の
是
正
依
も
つ

な
が
る
よ

.
写

亭

吠

畢

じ

で
も
途
上
国
は
自
国
の
発
展
に
お
金
を
使
う

E

か
も
よ
?
今
か
ら
先
進
国
に
追
い
つ
き
た
い
と

七

思
っ
て
工
業
頑
張
っ
た
ら
、
環
境
対
策
と
し
て
悪

循
環
じ
や
ん

M
 
一
資
金
を
寄
付
す
る
な
ら
、
使
い
道
は
自
国
の
環

境
対
策
と
か
被
害
の
た
め
の
支
援
に
限
定
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね

S
一
削
減
も
で
き
な
い
し
排
出
権
に
も
問
題
あ
る

な
ら
、
被
害
受
け
て
る
国
へ
の
援
助
金
を
パ
ー
セ

ン
ト
配
分
に
し
て
、
各
国
で
負
担
し
て
い
く
方
が

普
通
な
気
が
す
る

H
 
一
排
出
権
取
引
で
動
い
た
お
金
は
、
何
ら
か
の

境
対
策
に
し
か
使
っ
て
は
い
け
な
い
、
み
た
い
な
基

準
が
必
要
で
す
よ
ね

E
 
一
そ
う
た
ね
環
境
対
策
っ
て
言
っ
た
ら
、
日
本
で

は
最
近
エ
コ
を
売
リ
に
し
て
る
企
業
が
増
え
て

き
た
よ
ね
電
力
会
社
も
自
動
車
産
業
も
建
築
で

も
、
地
球
に
や
さ
し
い
U
つ
て
宣
仏
し
て
る
し
。

S
一
電
気
自
動
車
は
コ
ス
ト
的
に
か
か
リ
過
ぎ
だ

け
ど
な
生
活
に
密
着
し
て
て
、
自
分
こ
こ
な
ら

な
い
こ
と
で
な
父
国
民
は
協
力
で
き
な
い
っ
て
。

K
 
一
経
済
・
政
治
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
環
境
は
、
セ
ッ
ト
で

考
え
て
か
へ
ん
と
国
民
に
は
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
の
か
。

M
一
温
暖
化
の
原
因
や
対
策
に
対
し
て
、
批
判
し
た

リ
間
違
い
だ
っ
て
指
摘
す
る
人
も
い
る
け
ど
、
温

暖
化
の
原
因
と
か
影
響
と
か
を
調
べ
て
い
く
の

は
研
究
者
の
仕
事
で
す
一
般
人
か
温
暖
化
の
原

因
や
対
策
に
口
を
出
す
の
も
お
か
し
い
と
思
い

ま
す

E
 
一
一
霞
化
炭
素
か
温
暖
化
の
主
原
因
か
と
ぅ
か

は
わ
か
ら
な
い
け
と
、
聶
化
炭
素
を
減
ら
す
活

動
自
体
に
意
味
が
な
い
わ
け
じ
や
な
い
も
ん
ね

国
や
企
業
が
環
境
対
策
の
た
め
に
や
っ
て
る
活
動

に
、
私
た
ち
国
民
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
か
大
切

な
ん
し
や
な
い
刀
最
終
的
に
は
、
み
ん
な
の
意
識

の
問
題
だ
と
思
う

K
 
一
私
は
、
環
境
教
育
を
も
っ
と
小
さ
い
時
か
ら
す

る
へ
き
た
と
思
っ
て
る
義
務
教
育
の
過
程
で
は

環
境
の
授
業
な
か
っ
た
し
、
今
た
っ
て
自
分
か
ら

知
ろ
う
と
し
な
い
と
詳
し
い
知
識
は
得
ら
れ
な

H
 
】
僕
は
、
身
近
な
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
か
必
要

か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
が
あ
ふ
れ
て
る
現
状
と

か
見
て
、
減
ら
さ
な
き
ゃ
つ
て
思
う
の
も
意
識
の
変

化
で
す
。
一
人
一
人
の
心
掛
け
が
大
事
た
と
思
い
ま

S
 
-
、
つ
ん
。
で
も
一
人
っ
て
ち
っ
ち
ゃ
く
な
い
"
一
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
比
率
は
、
企
業
対
市
民
で
0
対
1

く
ら
い
だ
っ
て
冨
う
か
ら
な

K
一
市
民
か
二
酸
化
炭
素
排
出
の
少
な
い
エ
コ
製
品

を
買
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
お
の
ず
と
企
業
も
エ
コ
製

品
を
作
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
よ
。

E
 
一
一
般
の
人
は
損
得
勘
定
で
動
機
づ
け
ら
れ
る
っ

て
言
っ
て
ま
し
た
け
ど
、
エ
コ
製
品
の
製
造
に
コ
ス

ト
が
か
か
っ
て
製
品
の
値
段
が
高
く
な
っ
た
ら
、
結

局
エ
コ
製
品
の
需
要
は
増
え
な
く
な
い
で
す
か
η

S
一
協
力
し
な
い
と
税
金
が
い
く
ら
上
が
る
よ
、
み
た

い
な
ほ
う
が
国
民
に
は
効
果
あ
る
か
も
な

M
 
-
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
に
し
て
も
、
安
価
な
製
品
と

エ
コ
製
品
を
選
べ
る
状
況
に
あ
る
か
ら
強
い
環
境

意
識
が
な
い
と
み
ん
な
協
力
で
き
な
い
け
ど
、
そ
こ

に
住
ん
で
た
ら
そ
れ
し
か
手
に
入
ら
な
い
よ
う
な

状
況
だ
っ
た
ら
、
地
産
地
消
が
上
手
く
い
っ
て
、
自
然

と
環
境
に
い
い
商
品
の
消
費
が
な
き
れ
ま
す

E
一
い
く
ら
環
境
に
い
い
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
百
均
が

あ
る
以
上
利
用
し
ち
ゃ
う
も
ん
ね
璽

H
 
一
物
を
大
切
開
す
る
気
持
持
っ
て
ほ
し
い
て
す

ね
ま
だ
使
え
る
も
の
を
捨
て
な
い
と
か
、
繰
リ
返

し
使
う
と
か

S
一
ほ
ん
と
、
新
製
品
出
る
の
早
す
ぎ
や
ん
な

K
 
一
そ
も
そ
も
今
の
一
般
市
民
っ
て
、
ど
の
程
度
環
境

問
題
に
協
力
的
な
意
識
持
っ
て
る
ん
か
な
η

E
一
あ
る
程
度
協
力
的
な
意
識
は
持
っ
て
る
と
思
う

て
も
、
環
境
に
い
い
こ
と
し
よ
う
、
つ
て
い
う
と

難
し
そ
う
で
取
リ
組
み
方
か
分
か
ら
な
い
ん
し
や

な
い
か
と
思
う

S
一
損
し
な
い
こ
と
な
ら
協
力
し
て
く
れ
る
と
思
う

け
ど

E
 
一
み
ん
な
は
活
動
し
て
み
て
、
{
子
内
で
の
D
E
P
の

取
り
組
み
に
対
し
て
、
学
生
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た

つ
て
感
じ
る
η

K
 
一
自
分
か
ら
進
ん
で
環
境
対
策
を
し
よ
う
っ
て
ん

じ
や
な
い
け
ど
、
D
E
P
か
,
.
透
し
て
き
τ
る
と
は

思
、
つ
な
。

5
 
一
や
っ
ぱ
ル
て
の
看
板
効
果
で
か
か
っ
た
よ
な
。

E
 
一
学
内
の
省
エ
ネ
活
動
は
、
強
制
的
な
取
り
組
み
だ

禽
か
ら
、
学
内
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出
リ
減
忙
は
効

果
が
あ
る
け
ど
、
最
終
的
に
は
、
家
に
帰
っ
て
同
じ

よ
う
に
エ
ア
コ
ン
温
度
に
気
を
遣
え
る
よ
う
に
み

ん
な
の
意
識
が
変
化
す
る
こ
と
が
目
標
た
と
思
う

.
d

"
一
エ
ア
コ
ン
温
度
上
げ
た
ら
こ
ん
な
に
暑
く
な
ん

の
や
、
つ
て
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
意
味
あ
る
か

な
あ
つ
て
思
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
こ
さ
を
実

感
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

K
 
一
学
内
で
省
エ
ネ
し
て
て
も
、
み
ん
な
の
意
識
が
全

然
変
わ
ら
な
く
て
、
学
校
暑
く
て
や
っ
て
ら
ん
な
い

よ
ー
つ
て
言
い
な
が
ら
、
{
永
で
は
ク
ー
ラ
ー
ガ
ン
ガ

ン
・
:
じ
や
意
味
な
い
も
ん
ね

M
一
僕
は
、
D
E
P
活
動
に
対
す
る
学
生
の
反
応
は
、

他
人
事
、
無
閲
心
、
と
い
う
印
象
で
し
た
熱
い
か
寒

い
か
に
は
関
心
あ
る

け
ど
、
環
境
が
ど
ぅ

な
つ
て
る
か
つ
て
こ

と
に
は
関
心
が
な
い

ん
だ
と
思
い
ま
す

S
 
一
ア
ン
ケ
ー
ト
見
て

も
D
E
P
の
活
動
を

続
け
る
べ
き
だ
っ
て

意
見
は
多
い
け
ど
、

自
分
か
ら
動
こ
う
っ

て
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
よ

E
一
無
関
心
に
対
し

て
と
ん
な
ア
プ
ロ
ー
气

チ
か
て
き
る
か
、
が

今
後
の
鍵
で
す
ね

H
 
一
ま
ず
は
、
自
分
た

ち
が
明
確
な
環
境
意

識
を
持
っ
て
環
境
問

題
に
取
リ
組
む
こ

と
、
そ
の
環
境
意
識

を
持
っ
て
社
会
に
出

て
い
く
こ
と
、
が
周

り
を
変
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
い
ま

す
K
-
D
E
P
が
環
境
活

動
す
る
こ
と
で
、
学

生
も
、
う
ち
の
学
校

で
は
エ
ア
コ
ン
温
度
N
て
だ
っ
た
な
、
と
か
、
り
サ
イ

ク
ル
ラ
ン
チ
B
O
X
使
っ
て
た
な
、
と
か
、
社
会
に

出
て
か
ら
思
い
た
せ
る
も
ん
ね

つ
τ
も
の
か
特
別
,
し
ゃ
な
く
τ
、
そ

5

'

れ
か
普
通
」
つ
て
思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切

な
ん
だ
よ
電
車
乗
る
こ
と
、
電
気
消
す
こ
と
、
そ
れ

つ
て
「
普
通
や
ん
た
か
ら
、
こ
,
し
の
学
生
が
社
会

に
出
た
時
に
、
ク
ー
ワ
ー
カ
ン
カ
ン
で
紙
使
い
放
題

で
:
・
つ
て
状
況
に
違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
で
あ
っ
て

ほ
し
い

与

、

E
 
一
確
か
に
そ
う
小
さ
い
時
に
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
時
間
か
あ
っ
た
ら
、
環
境
意
識
も
高
ま

る
し
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら
も
興
味
持
っ
て
環
境

対
策
に
関
わ
れ
る
よ
ね

S
 
一
て
も
、
原
因
が
明
確
て
な
く
て
、
本
当
に
正
し

い
こ
と
も
分
か
ら
な
い
現
状
で
、
環
境
問
題
を
勉

強
す
る
っ
て
結
構
難
し
い
よ
な

少
な
く
と
も
D
E
P
の
人
間
は
そ
ん
識
を
ス
タ

ン
ダ
ー
ト
と
し
て
社
会
に
出
て
様
し
い
か
な
 
D
E

P
か
ら
総
理
大
臣
が
で
た
ら
、
環
境
で
は
間
違
っ
た

方
向
に
い
か
な
い
、
つ
て
^
に
ね
。

E
 
一
た
だ
、
今
の
人
々
に
と
っ
て
「
損
」
に
当
た
る
こ
と

を
、
「
普
通
」
の
事
だ
っ
て
意
識
に
変
え
る
の
は
難
し

そ
う
例
え
ば
、
粗
大
ゴ
ミ
に
税
金
掛
け
る
こ
と
っ
τ

人
々
に
と
っ
て
損
で
す
よ
ね
廃
棄
に
お
金
か
か
る

よ
う
に
な
っ
て
家
電
り
サ
イ
ク
ル
法
不
法
投
棄
が

増
え
た
っ
て
話
乏
聞
き
ま
す
。S

一
税
金
を
か
け
る
と

か
、
法
律
を
施
行
す

る
っ
て
の
は
、
「
普
通
」
に

近
づ
け
る
こ
と
じ
や
な

い
η
"
%
の
人
間
は

「
普
通
」
に
の
っ
と
っ
て

廃
棄
し
て
る
わ
け
だ

し
、
ー
%
の
人
の
た
め

に
特
別
な
対
策
を
立
て

る
の
は
本
宋
転
倒
。

M
一
モ
ラ
ル
の
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。
ー
%
の
人

間
の
モ
ラ
ル
を
変
え
る

こ
と
ま
で
が
環
境
活
動

で
は
な
い
で
す
よ
。
不

法
投
棄
は
刑
罰
で
取
り

締
ま
る
ぺ
き
「
異
常
」
行

動
な
ん
た
か
ら

S
一
環
境
意
識
高
め
た
か

ら
不
法
投
棄
や
め
た
ん

だ
ぜ
っ
て
言
っ
て
る
時

点
で
お
か
し
い
や
ん
。

H
一
あ
す
み
血
で
海
洋

投
棄
問
題
に
つ
い
て
話

し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
け
ど
、
大
多
数
の
人

が
ポ
イ
捨
て
を
タ
ブ
ー

視
で
き
る
モ
ラ
ル
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
投
棄
も

ポ
イ
捨
て
も
取
リ
締
ま
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
省
工

ネ
活
動
な
ど
も
、
も
っ
と
意
識
の
中
で
「
普
通
」
に
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

に
良
い
こ
と
を
し
な
あ
か
ん
、
し
や
な
く
τ
、

K

境
に
悪
い
こ
と
は
し
な
い
、
つ
て
世
代
を
担
っ
て
い

き
た
い
な

E
 
一
今
は
、
環
境
活
動
も
環
境
活
動
す
る
人
も
、
み
ん

な
か
ら
例
外
的
に
扱
わ
れ
て
る
け
ど
、
D
E
P
が
大

学
で
や
っ
て
る
こ
と
は
普
通
で
、
D
E
P
が
特
別
な

変
わ
り
者
の
集
ま
り
だ
な
ん
て
思
わ
れ
な
い
よ
う

革

,

に
な
る
べ
き
た
よ
ね
ま
佃
性
的
な
メ
ン
ハ
ー

ば
っ
か
り
て
は
あ
る
け
と
さ

S
 
一
今
年
度
の
活
動
全
て
が
満
足
い
く
結
果
で
は

な
い
け
ど
、
充
実
し
て
た
よ
な

K
・
E
・
H
・
M
 
一
は
い
川

K
 
一
活
動
楽
し
か
っ
た
U
 
思
い
出
た
く
さ
ん
で
き

た
よ
ね

H
 
一
結
構
プ
ロ
シ
エ
ク
ト
増
え
ま
し
た
か
ら
ね
い

ろ
ん
な
活
動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す

E
一
外
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た

し
、
取
材
も
多
く
な
っ
て
、
D
E
P
の
知
名
度
上

が
っ
て
き
た
感
し
す
る
よ
ね

5
一
大
学
の
二
酸
化
炭
素
排
出
を
減
ら
す
こ
と

は
轆
務
だ
こ
の
先
も
D
E
P
は
大
学
の
省
エ
ネ

を
先
頭
切
っ
て
進
め
て
い
く
か
ら
、
み
ん
な
頑
張

ろ
、
つ
"

M
-
D
E
P
の
舌
動
た
け
て
な
く
、
世
界
の
環
境
問

題
の
現
状
と
他
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

H
 
一
あ
す
み
小
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
地
域
の

人
に
環
境
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
ま
す

K
 
-
H
は
出
前
授
業
も
始
ま
る
け
ど
、
子
供
た
ち
に

小
さ
い
頃
か
ら
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
環
境
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う

私
が
小
学
生
の
時
に
受
け
た
か
っ
た
な
っ
て

思
え
る
様
な
授
業
を
す
る
つ
も
り

E
一
広
報
は
、
D
E
P
の
活
動
と
D
E
P
の
想
い
を

学
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
新
た
に
興
昧
を
持

つ
て
く
れ
る
人
を
少
し
で
も
増
や
し
て
、
環
境
活

動
に
協
力
的
・
積
極
的
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

目
標
か
な

S
 
一
大
学
は
第
一
に
学
ひ
の
場
文
・
法
・
工
学
な
ん

か
を
学
ぶ
の
と
同
し
よ
う
に
、
環
境
を
学
ぶ
こ
と

も
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
に
し
て
い
き
た
い
同
志
社
と

言
え
ば
環
境
だ
よ
ね
"
み
た
い
な
大
学
に
な
っ
て

た
ら
な
っ
て
思
つ
よ

H
 
一
ど
こ
の
学
部
に
入
っ
て
も
環
境
を
学
べ
る
よ
う

師
な
れ
ぱ
、
大
学
で
培
っ
た
意
識
は
、
き
っ
と
社
会

に
還
元
さ
れ
て
い
く
は
ず
で
す
よ
ね
。

S
 
一
何
年
後
か
に
、
D
E
P
か
あ
る
か
ら
同
志
社
に

行
き
た
い
"
つ
て
思
わ
れ
る
よ
う
な
D
E
P
を
み

ん
な
で
作
っ
て
こ
う
な

ず
〆

四
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@
高野恵理子 2

①編集長
2調理に油を使わない
エコ&ヘルシー食生活

3笑顔を共有てきる仲間

@

村田諒平 1

1サミト特集
1回生特別レポート
②京田辺市外の井手町

から自転車通学
③ホットパッションを

もった仲間

宮城修斗②

①省エネ
②自転車通学
③人と成長

森川恵B)

①挨拶目次、
活動報告「RLB

②モノを大切にしてい
ること
③素敵な仲間たちと多
様な考え方

堤英貴 1

11回生特別レポート
②家を出る前、冷蔵庫以

外のブレーカーを落と
す

③環境に関して話せる場
所

近藤陽(3)

①活動報告「京都環境
フエスティバル」
②エアコンの温度設定

夏28゜C冬16゜C
③一緒に環境について

考える仲間

,」駄楓子 3

0活動報告あすみ小
太田氏講演会

目ものを大切に使うこと!!
チャリは今年て10年目

@今の自分

佐藤理恵 2

1サミット特集
活動報告「エココン」

2電気はこまめに消すよ
うにしています

3様々な方面学部から
見る環境問題への姿

篭橋直人 1

11回生特別レポート
②使わない家電製品の

コンセントを抜くこと
3環境への心遣い

年間報告書

橋本明英 4

1データ総括デザイン
2空調は使わない!
3 D印room

矢田明 1

11回生特別レポート
2食へ物はカスまて
食へる

3これから得たいと思
います

¥

成メンバー紹介

.

じ.

米川安寿 4

1挨拶目次
太田氏講演会

2質素な心
3環境と自分の接点を
探す機会

濱田陽平 1

1理念・活動軌跡
1回生特別レポート

②裏紙を使用
③環境に関する知識と

貴重な経験

小野可織 1

①省エネ
1回生特別レボート
②暖房使わず、こたつと

湯たんぽで冬を乗り
切りました!!

③気分上昇↑

今井絢②

①サミy卜特集
②環境に易しい商品を

選択して購入
③前代未聞のチャレン

ジができるチャンス
→獲得予定!!

小路万紀子

1真剣D印しゃべり場
2食べ残さない
冷暖房をあまリ使わ
ない

3やりたい事にトライし
てみる力

運宜委員

鈴木一登(MI)リーダー
今井絢②サブリーダー
小林楓子 B)サブリーダー
井口景介 B)サブリーダー
杉本圭④チーフマネージャー
山岸里花②マネージャー
松田雄高 B)マネージャー
高野恵理子②広報長
佐藤理恵(2)広報
森川恵 B)今出川支部長
宮城修斗②今出川支部
橋本明英④システム管理局長
濱田陽平①システム管理局

鈴木一登 MI

0多数ヘーシのデザイン
目DEPの運営!
@生意気な後輩!

杉本圭④

①活動紹介「十E」
②環境のために何か取
リ組んでいる事を自慢し
なくてもいい社会を構
築しようとしていること
③現実

みんなの掲示板
.

゛
メンノ§一募

二回生

浅井保匡
伊藤友里加
小川順子
小野可織
遠座由有子
篭橋直人
堤英貴
村田諒平
矢田明

メンバーに聞きました川

名前(回生)
1担当記事 私のエコ自慢
3D印がくれたもの

三回生

大坪和可
酒井恭佳
小路万紀子
田辺辰哉
法武修平
藤井春奈
細見茉由

喜回生

稲葉亨
井上幸
上杉祐都
川島尚人
久保菜穂
近藤陽
白石有里恵
辻内智之
橋川健太郎

^亀

四回生

宇塚芳乃
米川安寿

..
■4
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修士一回牛

高木佐和子
山田朋美
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臺務局

田鍋耕三
水野知華子

Eでながる

由

省エネ

学内全体で行うDEP
最大の企画です。
DEPメンバー全員で
行う企画なので、気軽に
参加してください!

▼、＼

Point l

サークルではない、大学組織
だから出来る大規模活動!!

Point 2

多学部多学科、多様なメンバ
一構成(男女比3:フ

Point 3

自分のスキルUPにも役立つ

▼、＼

GC

環境を切り口に国際交
流しませんか?
英語が堪能な人、海外コ
ミユニケーションに興味
のある人、ファンキーな

人!!是非来て下さい★

▼、＼

広報

文章力、イラストレータ
一技術、編集、取材etc
広報戦略に関するスキ
ルが習得できます!
広報に興味のある方!
一緒に活動しましょう!

▼、＼

エコクロ

服のフリーマーケットを
開く準備をしています!
新規プロジェクトです!
最初から、協力してくれ
る人募集します!

▼、＼

環境問題仁闘叫のある方、プロジェクトに興味を持たれ
た方、またDEP仁ついてもうビ詳しく知りたい方i守、下記の

連絡先までご連絡下さい。
HPの方でも質問やエントリー等、随時受け付けております
ので、ぜひご覧下さい。

:http://ecopro.doshisha.aC卯/

I L :dep.asumi@gmail.com

あすみCh

TV番組制作中です。
プロから技術を本格的
に学べます。
メディアやマスコミ、映
像編集など挑戦したい
人は、是非来て下さい!!

▼、＼

HP

MA

+E

小学校を訪問して、環境
教育をします
子供か好きな人!里山・
自然と触れたい人"
子供たちと自然の中で
活動しよう

▼、＼
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